
セキュリティー対策
中 小 企 業 の

－－

情
報
漏
え
い
は
不
注
意
か
ら

後
を
絶
た
な
い
事
故

４
月
は
入
社
シ
ー
ズ
ン

従
業
員
教
育
の
徹
底
を

制る経

不
注
意
に
よ
る
情
報
漏
え
い

　
組
織
や
企
業
に
お
い

て
、
メ
ー
ル
の
誤
送
信
や

重
要
情
報
を
保
存
し
た
情

報
端
末
（
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
・
記
録

媒
体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

な
ど
）
の
紛
失
、
重
要
書

類
（
紙
媒
体
）
の
紛
失
な

ど
、
情
報
管
理
に
対
す
る

意
識
の
低
さ
や
確
認
漏
れ

な
ど
に
よ
る
個
人
情
報
や

機
密
情
報
の
漏
え
い
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。
独
立

行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
発
表

し
た
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ

大
脅
威
２
０
１
９
」

（https://www.ipa.go.jp/
security/vuln/10threats2
019.html

）
で
も
、
「
不

注
意
に
よ
る
情
報
漏
え

い
」
が
２
０
１
８
年
版
の


位
か
ら
返
り
咲
き
、


位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い

る
。

　

年
も
不
注
意
に
よ
る

情
報
漏
え
い
が
多
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　

月
、
テ
レ
ビ
局
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
宗
教
団

体
に
関
す
る
住
民
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
音
声
フ
ァ
イ
ル
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
情
報
を

含
む
メ
ー
ル
を
、
誤
っ
て

宗
教
団
体
側
に
送
信
し

た
。
ま
た
、
同
月
、
業
務

委
託
先
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
、
放
送
素
材
を
入
手
で

き
る
情
報
を
含
む
メ
ー
ル

を
第
三
者
に
誤
送
信
し

た
。
こ
れ
ら
メ
ー
ル
の
誤

送
信
が
立
て
続
け
に
発
生

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
テ

レ
ビ
局
は
謝
罪
文
を
掲
載

し
、
情
報
管
理
の
厳
格
化

に
努
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　

月
、
大
手
ガ
ス
事
業

者
の
業
務
委
託
先
企
業
の

作
業
員
が
、
住
所
や
氏
名

な
ど
４
２
１
世
帯
分
の
顧

客
情
報
を
記
録
し
た
業
務

用
携
帯
端
末
と
制
服
を
紛

失
し
た
こ
と
を
２
日
後
に

公
表
、
そ
の
４
日
後
に
紛

失
物
を
無
事
発
見
し
た
こ

と
を
公
表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
不
注
意
に
よ
る

情
報
漏
え
い
で
は
、
取
り

扱
う
情
報
の
重
要
性
に
対

す
る
認
識
不
足
や
情
報
を

取
り
扱
う
際
の
本
人
の
状

況
（
体
調
不
良
や
急
ぎ
の

用
事
な
ど
）
、
組
織
規
定

お
よ
び
確
認
プ
ロ
セ
ス
の

不
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
情
報
漏
え
い

に
よ
る
影
響
は
、
社
会
的

信
用
の
失
墜
や
そ
れ
に
伴

う
経
済
的
損
失
が
発
生
す

る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
漏
え
い
し
た

情
報
が
悪
用
さ
れ
、
二
次

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
。
企
業
と
し
て
組
織

的
に
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
不
注
意
に
よ
る
情
報
漏

え
い
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
例
え
ば
企
業
は
次
に

挙
げ
る
項
目
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。■

情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
や
情

報
モ
ラ
ル
の

向
上

・
従
業
員
の

セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
意
識
教

育・
組
織
規
定

お
よ
び
確
認

プ
ロ
セ
ス
の

確
立
（
特
定

の
担
当
者
へ

の
業
務
集
中

が
発
生
し
な

い
よ
う
な
体

制
の
構
築
も

重
要
）

■
被
害
の
予
防
（
被
害
に

備
え
た
対
策
含
む
）

・
確
認
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ

く
運
用

・
情
報
の
保
護（
暗
号
化
、

認
証
）

・
外
部
に
持
ち
出
す
情
報

や
端
末
の
制
限

・
業
務
用
携
帯
端
末
の
紛

失
対
策
機
能
の
有
効
化

■
被
害
の
早
期
検
知

・
問
題
発
生
時
の
内
部
報

告
体
制
の
整
備

・
外
部
か
ら
の
連
絡
窓
口

の
設
置

■
被
害
を
受
け
た
後
の
対

応・
上
司
お
よ
び
社
内
の
事

故
対
応
チ
ー
ム
へ
の
連
絡

・
影
響
調
査
お
よ
び
原
因

の
追
究
、
対
策
の
強
化

・
被
害
拡
大
や
二
次
被
害

要
因
の
排
除
（
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ
の
誤
っ
た
情
報
公

開
の
場
合
、
非
公
開
に
す

る
な
ど
）

・
必
要
に
応
じ
て
、
漏
え

い
し
た
内
容
や
発
生
原
因

の
公
表

　
４
月
は
入
社
や
人
事
異

動
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。

研
修
な
ど
を
通
し
て
、
一

度
の
過
失
が
組
織
の
信
用

を
大
き
く
脅
か
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
従
業
員
に

認
識
し
て
も
ら
い
、
被
害

の
予
防
や
発
見
し
た
後
の

対
処
の
社
内
ル
ー
ル
を
理

解
し
て
も
ら
う
な
ど
、
企

業
と
し
て
徹
底
し
た
対
策

を
取
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）


